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教室案内・年間予定



みる、 つくる 、 発見する。

3つのクラス分け
年齢による

4つの造形表現教室でとりくむ

2つの授業
アドバンスクラスからはじまる

平面

共同制作 屋外活動

鉛筆と絵具だけでなく、いろいろな素材や

技法を使って平面作品を作ります。じっく

り観察して描いたり、イメージを膨らませ

て自由に描いたりします。さまざまな表現

を経験することで描く力が養われます。

みんなで制作する授業です。一人ではできな

い大きな作品や、それぞれが作った作品を合

わせて一つの大きな世界を作ります。協力し

て作ることで得られる楽しみがあります。

デザイン
デザインの授業では、装飾だけでなく、

使われる人や場面、そのときに合わせて

大切にしたいことは何かを考え、それを

守りながら作ることを学びます。

教室の中だけでなく、いつもと違う場所で観察や制作をす

ることで、新たな刺激を体験します。その体験が、のびや

かな発想がうまれる素になります。天候などにより、教室

内での授業に変更になることがあります。

立体

さまざまな素材や道具を使って立体作品を

作ります。ほんものそっくりに作るものか

ら、イメージから生まれるものまで、常に

試行錯誤をして作ることで、形にする力が

培われます。

デッサン
デッサンの本質は描くことではなく“観る”こと

にあります。観察を通して発見したことを、どこ

まで表現できるか、描いたり消したり、粘り強く

試行錯誤をすることで新たな発見があります。

「2024-25 年度より中学 2年生まで対象学年を拡大しました」

こども造形表現教室では、

観察することからはじめます。

様々な素材や技法、モチーフに触れていく中で、

造形表現の基礎や鑑賞・観察の楽しさを学びます。

見る力、感じる力、作る力を育てていくことが、

あらゆる身のまわりの新しい発見につながります。

キッズ（4歳～小学生1年生） ジュニア（小学2～4年生） アドバンス（小学5～中学2年生）

絵を描くこと・つくることに慣れ親

しみましょう。はじめてのことにた

くさん挑戦する中で、造形表現の楽し

さと出会いましょう。

授業を通し、好奇心と想像力を「か

たち」に変えて「できること」をどんど

ん増やしていきましょう。技術や知識を

活かす楽しさを体験しましょう。

本格的なデッサンやデザインの授業も

はじまります。高度な技術や表現力を

身につけることは、自由な造形表現を

楽しむことに繋がっていきます。
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